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医療におけるパラダイムシフト
デカルト・ニュートンモデルは根拠に基づく医療によって克服されたのか
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はじめに

かつて、1970年代後半から80年代にかけて、

ニューエイジ運動がアメリカ西海岸を中心に広

がりを見せ、日本にも大きな影響を与えた。そ

の中心的な人物の一人に、理論物理学者のフ

リッチョフ・カプラ（FritjofCapra,1939-）が

いた｡彼の著書は日本でもベストセラーとなり、

多くの読者を得たが、そこで強く主張された事

は、最先端の量子力学（物理学）と仏教をはじ

めとする東洋思想との親和性､類似′性であった。

さらにこれまでの科学的世界観が、デカルト・

ニュートンの思想に基づく機械論的世界観とし

て批判され、特に医学')においてはいまだこの

古いパラダイムに基づく医療が実践されている

と批判された2)。それは、人間機械論に基づい

た古い医学／医療であり、これからの医学／医

療はホリステイクでエコロジカルな、新たなパ

ラダイムの上に構築されるべきことが主張され

た。

それから約30年以上が過ぎた現在、われわれ

はどのような医療状況の中に生きているのであ

ろうか。特に、医学はかつて批判されたそのデ

カルト・ニュートンモデルを克服し、新たな地

平にたどりついているのだろうか。あるいは依

然として、過去の世界観や方法論にとどまって

いるのだろうか。本稿の目的は、現代医学が依

拠している方法をあらためて概観し、現代医学

の方法論がかつてのカプラらの批判を克服した

といえるのか否かを医学哲学的立場から考察す

ることである。

１．現代医学の二つの主要な方法論

一分子生物学と臨床疫学

医学史を概観するとその発展の多くが医学そ

のものよりも、生物学や化学あるいは物理学の

応用によって、大きく進歩してきたことに気づ

く。そして、現代医学に決定的な影響を与えた

一つは、1952年のワトソン・クリックによる

DNAらせんモデルの発見であり、この発見に

基づいた分子生物学の発展である。この方法を

用いて、最近では、山中伸弥教授らによるiＰＳ

細胞（inducedPluripotentStemCell）の開発

により、受精卵から作成されるＥＳ細胞を使わ

ずに、新たな組織や臓器を作り出す可能'性がよ

り高まっている。また、疾患の原因となる遺伝

子や分子（例えば細胞内シグナル伝達に関わる

酵素や、細胞増殖に関与する受容体など）を明
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